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　施設等介護職員として勤務する者 123 万人のうち、常勤職員が 89 万人（72.4％）、非常
勤職員は 34 万人（27.6％）となっている。それに対して訪問介護員として勤務する者 46
万人のうち、常勤職員は 13 万人（28.3％）、非常勤職員は 33 万人（71.7％）と常勤・非常
勤の構造が正反対である。施設等介護職員では常勤職員が、訪問介護員においては非常勤職


















して決まって支給される月額給与は勤続年数 6 年で 22 万 3500 円、訪問介護員では勤続 6.6
年で 22 万 5100 円である。同じ対人援助職である看護師では勤続 7.8 年で 32 万 9200 円、介





　平成 25 年度末においてでは、国家資格である介護福祉士の登録者数が 118 万 9979 人に対





























いての集計を示していきたい。性別ごとに見ていくと、訪問介護員（男性）は、20 ～ 24 歳
で所定内給与が 17 万 9200 円であり、ピークが 30 ～ 34 歳での 23 万 6600 円である。また、
施設等介護職員（男性）は、20 ～ 24 歳で 18 万 9200 円であり、ピークが 50 ～ 54 歳の 24
万 2500 円である。また、訪問介護員（女性）は、20 ～ 24 歳で所定内給与が 18 万 6400 円



























































　平成 28 年 3 月 7 日、全国介護保険・高齢者保健福祉担当課長会議において、「介護離職ゼ
ロ」に向けた介護人材確保策の 3 本柱が資料として提示された。本施策では、2020 年代初





























































リキュラムが 13 時間と想定されている。前出の介護職員初任者研修が 130 時間であるため、






























































































































　受講生 163 名中回答者数は 159 名であった。（回収率 97.5％）
⑵　基本的属性について
　回答者の基本的属性について表2に示す。性別は、男性31名（19.8％）・女性124名（80.2
％）・無回答 4 名となっている。受講生の年代は、40 代が 41 名（26.3％）と最も多くなっ
ている。次いで 50 代が 40 名（25.6％）、30 代が 36 名（23.1％）、20 代が 33 名（21.1％）、
60 代が 5 名（3.2％）、70 代以上が 1 名（0.7％）、無回答 3 名となっており、10 代の受講生
は 0 名であった。回答者が現在取得している福祉系の資格は、訪問介護員 2 級取得者が 66
－ 128 －
名（42.2％）と最も多い。また、介護職員初任者研修取得者が 42 名（27.2％）、訪問介護
員 1 級取得者が 2 名（1.2％）、社会福祉士取得者が 1 名（0.6％）、無資格者が 44 名（28.4
％）、無回答が 4 名となった。なお、介護職員初任者研修は、平成 25 年 4 月より、訪問介護
員養成研修を一元化した資格である。現在介護の仕事に従事しているかの設問に対しては、







項　目 回　答 N ％
従事期間
3 年未満 22 15.7
3 年以上 5 年未満 82 58.6
5 年以上 10 年未満 20 14.3










20 代 33 21.1
30 代 36 23.1
40 代 41 26.3
50 代 40 25.6
60 代 5 3.2
70 代 1 0.7
無回答 3
取得資格
訪問介護員 1 級 2 1.2














に示す。過去に介護の仕事に従事していた者が 4 名（30.8％）、従事したことがない者が 9
名（69.2％）、無回答が 1 名であった。
n=14








　過去に従事していた者（n＝4）を対象に回答を求めた。結果を表 5 に示す。1 年以上 2 年





1 年以上 2 年未満 1




　表 6 に示す。「介護福祉士国家試験を受験するため」が 132 名（85.2％）と、全体の 8 割
を超える結果となっている。なお、その他自由記述については表 7 に示すこととする。
n=159
























































て回答を求めた。表 10 に示す。「その他」が 15 名と最も多かった。「介護福祉士国家資格を
取得しても、現在の待遇は変わらないから」が4名、「受験しても合格するとは思わないから」
が 2 名となっている。また、「介護福祉士国家資格を取得したいと思わないから」という選






























































介護福祉士国家試験を受験するため 128 3 131
修了して、介護の仕事をするため 2 4 6
自分自身のスキルアップのため 8 4 12
その他 3 2 5
合　計 141 13 154
－ 133 －
有効回答者数 141 名中 128 名（90.8％）となっており、表 6 で示した全受講生を対象とし
た結果（85.8％）を上回っている。また、「自分自身のスキルアップのため」と回答した者は、





事していることが求められる 24）ため、現職介護従事者かつ介護業務 3 年以上の者に限定し
て分析を試みる。
　表 14 では、現職介護従事者を従事期間 3 年未満と 3 年以上で分類を行ったところ、現職














項　目 回　答 N ％
従事期間
3 年未満 22 15.7
3 年以上 118 84.3
無回答 2
表 15　現職介護従事者の受講理由（従事期間別）
3 年未満 3 年以上 合計
介護福祉士国家試験を受験するため 17 109 126
修了して、介護の仕事をするため 0 2 2
自分自身のスキルアップのため 4 4 8
その他 1 2 3
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②　年齢　　　　10 代　・　20 代　・　30 代　・　40 代　・　50 代
　　　　　　　　60 代　・　70 代以上
③　取得資格　　訪問介護員 1 級　・　訪問介護員 2 級　・　介護職員初任者研修
　　　　　　　　（すべて）
　　　　　　　　社会福祉士　・　精神保健福祉士　・　上記の資格はない

























問 5 問 3 で①以外に○をつけた方のみにお伺いします。
介護福祉士国家試験を受験しない理由は何ですか。下記の選択肢の中でもっとも当て
はまるものを 1 つだけ選び、○をつけてください。
①　介護福祉士国家資格を取得したいと思わないから
②　介護福祉士国家資格を取得しても、現在の待遇は変わらないから
③　受験しても合格するとは思わないから
④　その他の場合、具体的にご記入ください。
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問 6 介護福祉士実務者研修を受講する背景についてお伺いします。下記の選択肢の中でも
っとも当てはまるものを 1 つだけ選び、○をつけてください。
①　勤務している事業者等から受講するよう言われたため
②　積極的に勉強したいため
③　資格はいろいろ持っていた方が良いと思うため
④　その他の場合、具体的にご記入ください。
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
－ 138 －
問 7 介護福祉士実務者研修の受講料は誰が払っていますか。下記の選択肢の中でもっとも
当てはまるものを 1 つだけ選び、○をつけてください。
①　自分自身で稼いだお金で支払っている
②　両親などの家族が支払っている
③　勤務先の事業者等が支払っている
④　その他の場合、具体的にご記入ください。
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　質問は以上です。ご協力ありがとうございました。
